




















































































































































































かったから、 それはすごい発見だった。あと、 今日、 手代木くんが柳ケ瀬を歩いていて、「この赤いカーペットは何ですか」っていう話があって、僕の中では、あれはごくごく商店街の中に当たり前のようにあるじゅう んだ 思っていました。僕も、そう。何でかなと思った。赤いじゅうたん。そう、あれ不思議。写真撮 ました。
岐阜市柳ケ瀬商店街劇場通り
5關野渡辺關野小寺關野小寺關野三村鎌谷
劇場通りっていう通りなんで、多分それにかけてやってると思う。レンガ通りじゃなかったっけ？レンガ通りと劇場通りですね。あれは僕の中では、ごくごく当たり前にあるものだったから。ほかの色のカーペットもあった。劇場通りという名前なので、しゃれでレッドカーペットを敷くことになったみたいです。今日、雨降ってるから、滑らん ええなと思ったんです。僕自身、１回離れ 、よそ者的 視点で、自分の育った場所を見つめなおしていますけど、それでもまだ違うとこがあるなぁと。そ いう意味で資源発掘みたいな視点っていうのは、たくさんの人が関わっていか と、おもしろいものは出てこ いだろうなと うのは感じました。關野さんの新たな発見が歴博や赤じゅう ん まずは、歴博視察を急遽提案した鎌谷さん、歴博と絡めてどう か。歴博を絡めて言うと、まず、いつ も自分が歴史学の人たちと一緒に、巡見というか、いろいろ回ったりするときは 物館の中に入って、まずは 史展示を見る。考古から順番に見て、その後国分寺跡に行 っていうのが大体歴史学の人の巡 の始まり方なんですね。旧の国が どこの境で、国分寺がどこに作られたという、昔 中心地だったっていう ころに行く。今回、驚いた 入口 入る
6三村鎌谷三村鎌谷三村清水
前に、絵図のところで長い時間立ち止まったことですね。歴史学の人たちといるときは、そんなに長く立ち止まることってそんなにないので、いろんな来る 、いろいろ見るところが違うっていうのがあった。いろんな分野の人たちと絡んで回ることによる新しい刺激と うか良さですね。それで言うと、自転車での移動では、最後のほうを走って んですけど、皆さんがどこを向いてんのか見て ら、見るところが結構違うというのがすごく面白くて。写真を撮ってはる も 撮ってる が微妙に違ったり、立ち止まる場所が違ったり。自分１人で新し 地域に入って、何かを見て行くって うときと違って、いろんな分野の人と と こう う 方もあるんだ。自分１人で見るときよりも すごくいろんな視点で見れたので、そういう意味では、この地域を知るっていうこと １人で来るよりも、 ても濃い２日間だったなと思いまし 。見る視点で誰が不思議 した？大体最初は不思議でしたけど、こう うのに注目するんだ っていうのは、大体わかってきた。例えば立ち止まるだろ な いう場所は 立 止ま てて、写真撮るだろうなというと ろは撮ってたんです。それ すごい撮り方がうまいなと思って。走り がらすごい上手だなと思って。そういうふう して撮 たらいいんだな。やり方とかもすごい勉強に りま清水さ に、いきましょう。ぼくは皆 と今回、立場が違ったのは、岐阜っ 何となくわかっ でも
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別に住んだこともないし、実際来たことなんて数回しかないんですけど、だから、一度旅行に来たところに、もう１回調査に来てみたいなというセカンドステップ的な。岐阜はそういう地域だというのが一つあったんです。去年一緒に皆さんと、大体半分ぐらいの方と回ってて 今回、僕、意識したのはどう人を使うか。何かいい効果ありました？面白かったのが地図の前でね。とにかく聞く。テッシー（手代木）に聞く 。そういうの、すごく意識してやってました。やっぱ深まりますよ。深まるし、すごく早い。情報の出入りがすごく早いから、集団 みんなで 行くっやり方をやるときとか、ある程度、調査者対被対象者のラポールではなくて、調査者内でのラポールみた なのがきちんと築かれていた。それが、去年と一番違うところ、一つステップ上がってたとこかなと うふうに思いました。この流れでいくと、 っぱり手代木さんかな。清水さんが手代木さんに聞くということ、手代木さんが關野さんにじゅうた につ 聞く い こと。この流れでお願いします。僕は清水さんと逆で、岐阜大に来たこ はあった ですけどほ んど何 知らない。中京圏も観光で来る程度で、立ち止まることはほぼなかった。岐阜で っかりものを見るって う初めての機会だっ ので、いろ ろ新鮮に映るところがあったのがすごい勉強になりました誰と話してた話が一番印象に残ってますか。何が面白かっ ？何 テンション上
岐阜市歴史博物館の絵図の前で話し合う様子。
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がりました？城下町っていうことで、結構昔ながらの建物とか職業とかが街に残っていると思うんですよね。例えば材木町といったところとか。このあたり 長良川の水運でかなり発達した街っていうのは、僕の中にイメージとしてあっ 。それが今、どれぐらい残ってるのか を意識して、街を見るようにしてたんです。多分そ を意識して写真で結構撮ってたんです。例えばあ 通り は仏壇屋が多かたりとか、いろいろ特徴 あるわけですよね。關野さんに通りや地域ごとに疑問を持ったことを聞くと、ここはこうだったんだよ か、この名前はこ いう由来なんだよ て答えてくださる。ぼくは、こうし 地域を知 てる人と一緒に歩くということが勉強になると うのをつくづく感じましたそれでカーペット気になったの？アーケード街って結構興味があって、全国いろいろ街に行っ ら、アーケードある商店街に行けたら行くんですけど、カーペットを敷いてあるのは 初め 見たんですよ。アーケードにはカ ペットが敷い あるもの か。（笑）
岐阜市内の仏壇屋
9地域資源としての水、リスクとしての水
































佐野さんは、今回の視察と違って、もっと、むしろ金華山の中に入っていくという、本職はそっちですよね。今回の視察はどうでしたか？初日の醤油がすごく面白くて、後発で入ってこられて、いかに生き残っていくか。いろいろ製品開発してとか。一つの醤油工場だけで成り立ってるわけじゃなくて、大きな桶を作る職人がいて その職人が酒蔵とかで勤務 たりだとか。必ずしも自分のとこだけで成立して るわけではなくて、それにつながっ る人が、まさしく上流から下流に流れていくかのような関係がまとまること 、その醤油とかほかの人とかリンクしてる。だから、一つだけでうまいこ いくわけではなくて
三村佐野
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醤油工場などの現地に根づいた仕組み、この点について、王さんどうでしょうか？今回よかったと思う点は、關野さんが案内してくれて、例えば山本 （油屋：若だんな）みたい 地元の方の話が聞けたという と。若だんなという存在はかなり大きいかなという気がしていて、地域おこしの担い手としてなんですけど、その４代目若だん っていう人がいるっていうことが、どういう条件からきてるのか。根本的には地域振興の前提になっている気がして。もう一つ、若だ なって余裕があるなって気がしたんです。仕事が終わってから、バンドやったりとかそこで多分、たい焼き屋のマスター含めて、いろいろネットワークが広が てるのも、何か仕事だけではなくて、余裕があるというか、がつがつした余裕じゃなくて、遊びがあるという感じがする。若だん さんの存在と遊びという余裕のある部分が 非常に印象に残ってたんです。小寺さんも、たい焼き屋で 油屋さん 質問で「自治体の消防団 地域の役割をしていますか」って。それまでは仕事の内容をずっと聞 たけど ちょっと違った視点で。感想も含め どうでしたか？非常に本当に面白かったです。皆さんの意見 共通してて、質問とか 言い合いというか話し合いして の聞いてて面白かっ ですし参考になりまし 。あと、現場で質問できる機会が、非常に僕自身、なるほどなと思 た です。まだこっち来て間もない すし、まっさらな状態 行っ 、ここ全然知らな し、地域でどういう問題があるのかなというのがわかったらいいかなと思 た で 最
王三村小寺
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さん自身はそういう意識はまったくしていなかったと行っていましたが、まちづくりを研究している人にいわせると、いわゆるプラットフォームのような場所だそうです。もっとも森さん自身はそういう意識はなく、単純にみんなが集まって何かおもしろいことをやってほしいとい 思いですよね。紙芝居をしたり、年末は餅を焼いたりだとか、そんなことを ろ ろとみんなにやってもらいたい人です。福丸さんには、そういうことに関心のあるような人、山本さんみ いに奥さんを見つけた人もいるけれど、そう 不思議な出会 があった。それに場所が狭い。あの狭さがポイントです。あの狭さが、多分、今の僕らに 、なかなかない。あの密着感がない。けれど、あそこに入ったら密着せざるを得な 。だから、必然的に話をすることになる。僕 ずっ 通っていた一番 理由はそれです。あそこに行くと大体しゃべる相手が来ます。もちろん、全然合わない人もいるし この人来たら勘弁してくれって、そうい とき ちろんありますけど そこそこ 魅力かなというふうに思 ます
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重層化するコミュニティ
岐阜大卒業と言いながら、ほとんど岐阜にはいなくて、知らなかった。岐阜大の連中とつき合ってると、あまり岐阜市のこと知らないなって。だから、そういう影響を受けて、自分も岐阜って結構外からのものに頼ってるのがたくさんあるんじゃないかなと。あんまり岐阜で、岐阜らしいものっていうのは、いったい何なのかな、結構エリアケイパビリティーみたいなところ考えた き 、ここっ どうやって設定すればいいのかなって。当初、ここに来る前の仮説は、名古屋とかあ 辺との関係を見ないと、こういう小さい商店街のところもわ ない かもしれないと思ってたんですけど、実際に行ってみ 実は結構コミュニティがたくさんある。狭い範囲で地域の人たちが所属するエリアがいくつもあって、それがオーバーラップしながら重なってるんだよって ことを話して じゃないですか。油屋さん、ヤマカワさん？山本さん。山本さん。それは結構小さいエリアっていうのが、たくさんできるんだ 。例えば油を卸す店舗が５００店舗あるっていうのは、名古屋には行ってないわけ。結局ある程度自分の車で行ける、何十分の管轄の範囲内で、ほぼそこの人たちの活動は一時的には、プライマリーな部分とし 、そっから発生した部分はわかんいですよね。ある程度かなり狭いところで区切ら て、たい焼きのお ちゃんが
渡辺關野渡辺
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コミュニティとして、そこに来る人たちっていうのも、名古屋からワーッと来てやるっていうよりも、ある程度バウンダリーがあって、その人たちがほとんどなんだろうと。そ 考えていくと、ある程度ここの美殿町のバウンダリーは設定できるなというふうに思って その中で意外と、いろんな生活も人 関係も成り立ってるなということがわかったのが、今回の面白かっ なというところです。だら僕の一番最初の仮説は、全く裏切られて かなり小さい ころで 彼らの生活っていうのは、成り立ってるっていう わかったというのが、一番の発見 したね。たい焼きのお客さんは、結構遠くから来ています。歩いてこられる範囲にすんでいる方もい っしゃいますが、意外に、みんな遠い。自転車 か車で来る人多くて。けど、いきなり名古屋から ないですね。たまにそう う方もいらっしゃるみたいですけど、まれですね。車で２０分 ３０分圏内のあたり。友達が友達を呼ぶって う感じになるので、 んな感じ す。ただ、そういう個人のつき合いはもう少し狭 。美殿町のあの商店街が中心になっているので。ハロウィン
＊７
もそう。ハロウィンは今、外からだいぶ来てるんですか。































クル」と呼んでいる ( 石川・渡辺 2015) 。
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なぜ、 「エリア」なのか
コミュニティでもなくて、社会でもなくて、エリアにする。これって、何か理由がありましたよね。その話 どっかで聞いた気がする。コミュニティケイパビリティではなくて、なぜエリア か。まずそこは、二つあるんですよ。生態系っていうところと社会で人と自然の関係性を中心に考えてる概念な 。だから ある生態系があって、それを利用する人間があって、そことの関係をどうすべき っていうのがベーシックなところなんですね。なの コミュニティはコミュニティのエリアがあるし 生態系は生態系のエリアがあって、だから コミュニティとしてしまうと、生態系のほうのエリアがわかんなくなる。生態系となると、コミュニティのエリアがわかんなくなるというのがあるので、それはそれぞれのエリアがあっ いいん す。だから、そういう面でコミュニティってしてしまわないほうがいいです。エリアにしたほうが。人間以外の？地理的な空間。空間なんだ。空間です。とい のは、そこの空間を利用する いうのが 立ち位置なんで、資源っていう意味で だから、こういう都市部で、エリアケイパビリ ーみた
清水渡辺清水渡辺清水渡辺
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いな考えを持ってこようと思うと、もうちょっと違う工夫をしないと、空間っていうのが決まらないっていうのはあります。ぼくの認識は空間は可変でい 。可変でいい。どういうものを見て、どういうふうに使 か。 る範囲を入れる入れないじゃくて、入れるべきか入れないべきかとかっていう、そうい プロセスの中でエリアが決定されてきて。空間化することもできるし、概念的に おけるというのがエリ の定義っていうところなんです。そこは、何を見るかによって変わってくるというだけで。だからバウンダリー設定はしな ゃ け多分、最初のステップがある。これを見た場合、バウンダリー設定ができて、これが適切な、こ エリア、この場所のこう うエリア設定だ いうの やってもうちょっと広げるべきかは、それから。アダプティブに。やるっていうことですね。ある意味、すごく似てる作業を、多分みんなし てしてるんです。ぼくら、アフリカでやるとき もセネガルでやっ て、例えば、ウォロフがいて、セレールがいて、これって全部属性じゃないです 。だから、じゃあ、セネガル
三村渡辺三村渡辺三村渡辺三村清水渡辺清水
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ど、まだ僕の中で消化しきれてなくて。例えばたい焼き屋さんの周辺地域で生態系のエリアケイパビリティーを高めるのだったらイメージしやすいですけど、それをいざ、例えば物流 あるとか、流通であるとか、そういったものが主体になったとして考えると、長良川 上流を考えなきゃいけない。少なくとも歴史的には。さらに現代になってくると、油はブルキナファソから来てるとか、そういうのを踏まえると、エリアっていうのが、何を対象にする によって 広がったり縮まったり、そういうの 僕は う ふうに解釈するのかっていうのが、よくわかてないんです。うまくつながるかどうかわかんないんですけど、石川プロのエリアケイパビリティーの中で生態系の健全性
＊１０
っていうのが、入ってるじゃないですか。すごく







をかけて築いてきて、今日があるのかな。そういう気がしたんですよ。その辺は、渡辺さんが言ってるエリア 定義と見る対象によって異なること。そのバランスをどうするかっ いうの 、仮にこういうエリアという言葉を使うきに、そういう問題があるんじゃないかな。当然、エリアケイパビリティーというのは、生態系だけを扱 ものではないから、こういう商業地のエリアケイパビリティー うことも考えなきゃいけないセッティング なった かと、今回は思 た。そのエリアを決めるバウンダリーなんだけど、つまり 空間で区切るのか、概念で区切る か、全然違ってくるわけですね。いくつかの資源 中で考える。バウンダリーというのは、 実は全然一般化 き いレベルにある。それは一旦お といて、話を始めていかないと 多分何も先に進まないし、バウンダリーをこ で設 するということと、実際 現象を見ていくこと、行ったり来たりしながら 反復しながら、お互い決めてい ないと、それこ 本当に荒唐無稽な話 ってしまう。地元愛とかっていうのを見なきゃ けなくなってしま のって、多分こ 反復活動をせずに概念化しよ とす から そういうふうなものしか見えてこなくなちゃうというのがある。それこ 、例えば経済とかで見たときに、多分岐阜 ん 、名古屋と切り離して考え と、うまく理解できな し。ケイパビリティに、エリア 入れるこ によって、勝手に理解し のは、エリアっていう概念の違いって のも重要。それプラス、ややこ 話 もっと
三村王清水小寺
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シンプルに説明理解できるようにする。そういう作業をしてるのかなっていうふうに勝手に理解してたんです。今日、 いろいろ話聞いたら、 概念、 エリアの定義がってい ことになって。僕、エリアって勝手にポンと決めてしまって、いきなり始めて、その中にケイパビリティ何やっていうの調べて、フォーカスし いくもんもあると思います。いろんな商業が必要やったら 商業のケイパビリティとかそれにつながったようなのも全部それひっくるめ ケイパビリティ。バウンダリーっていうのは、最初岐阜であったら岐阜市って決ま て その都度修正が必要で、最後にエリアの定義も決 るし、面白い話があると、そ いうふうに思 まし 。エリアっていうの もっと難しいもんじゃなくて、も とわかりやすく シンプルにっていうものな エリアケイパビリティーなのかなと、僕は勝手に思ってます。岐阜の場合は、名古屋ともかなり流通でつなが てるということはそうだなと思いまして。最初のエリアの ころ 経済活動とかそういうのっ どんだけ利用してるかとか、そういう範囲という で決めてやって その中でどういうふうな動き方をしてるとか、そういうのを見 つ、そのエリアを広げる り狭めり、その新しい概念とかそうい のを、与えられた の中で考えて く。その一つが流通とか、 そういう をバンと決めてやるのが いか 。最初からエリア、バウンダリーを考えると清水さん、言われたみた に、ぐちゃぐちゃ なってくると思います。
佐野
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地域っていうのをどういうふうに区切るかっていうのを、歴史学とか特に古い時代で言うと、それもまたいろんな区切りがあ 。今、ここの地域っていうふうに決めたときに、 一つ二つ核となるもの、 名産品と ですけど、 何とかってい のがあって。それでつながる関係って のを見ていくときに、 その核とな るものが、すごい前からあるもんだよっていう感じで伝わってきて 。けど、実はすごい昔に１回断絶してて、それを みんなをつなげるものとし 、昔からあるっていう伝統で、またつなげているものっていうのもあると思うんです そういう を調べるときに 断絶し 何があ たから断絶したかとか、断絶するまでとその違いがどうあるのかっていうことを、知ってもらいたいな 思っ 。その役割を古い時代をやって 人間として、皆さんのフィールドで役立 るかなというのちょっと考えてたん す。私は日本限定ですけど、 そう う歴史学 らの見方 、いろいろ話ができると楽しいなっていうこと考えながら聞 てました。まず、エリアケイパビリティーのエリアっ とこ ですけど、か りアダプティブに決まってくるんですよ。例えば、ここだ ら名古屋でも いし それか、セネガルとかでもいいで けど、そこを一つのエリア はし いほうがいいと思っていて、逆に一つのエリア あって の周り もうちょっとバッファエリアみたいなのがあったり 。それからここのエリアと は、一つじゃなんだけど、 線で結ばれてるとか、 サテライト的に 感じ。例えば、 職場っていうエリアがあって、居住地みた なエリアがあって そこ そ 線 つない
鎌谷渡辺
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もうちょっと根源的に自分がいる場所がいい状態であってほしいとか。多分愛情じゃないんでしょ 。じゃないと思うんですよね。でも、あの言い方でやる 、すごく例えばナショナリズムみたいなことを、想像してしまって。ナショナリズムの、地域ナショナリズムみたいなにお がする。面白いんだけど、ち みに嫁が福岡の出身で、ナショナリズム すごいから、九
關野渡辺關野渡辺關野渡辺清水渡辺清水王清水
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例えばエリアがあってそこに住んでる人たちの、幸福度が上がるんであれば、それだけで評価してる？粗っぽく言えばそれでいい。例えば、建築で言うと、緑が多いそういう建造環境がすごくいい状況から人はよさを受ける瞬間みたいなものある。人じゃなくても、そういう空間エリア、建造環境のよさから考えられる。それ 例えば指標というか項目として評価できるのが、もうちょっとそっちも入ってくるのかなと思った。一般化？一般的に人間は緑があるほうがい んだという、一般的な概念を入れたほうがいい偶然生まれる 例えば山があ て、そうすると風 入ってきて、ここに川があって、そこから涼を得られる。すごい偶然的な空間って、たまにあ たりするじゃないですか。この場所はすごくいい。そこに住んで 人が あ 日偶然で た空間を発見して良いとか。いわゆる緑地率何％みたいな話とはちょっと違って、その周辺環境も含めて、ある特殊なスポットができ と うか、そ いう ころを人はいいというふうに評価してる場合もある。
地域資源化するときの研究者の役割三村渡辺三村渡辺三村
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円かけてあれを観光客に、観光地化す ぞというふ なことをやっても誰も来ないということは十分あり得る一時的には来るかもしれないね。ただ、継続力が。そういうところをどうケア ら われわれがそういうことを提言できるのかっていうのはすご 難しいところだと思って、安易に。ぼくがやった研究でわ ったことは、い ものはいいって言いた んです。それは確かに失敗する可能性もあ 。手代木さんが言う とは、わ るんですけどそれでも挑戦したいって うのがある 失敗しないために評価基準があったりか、地域の人が継続的にやっていくアプローチ 方法を せていかないとだめかもしれないけど。ぼくはテッシーに近いっちゃ近い考え 、向 うが ういうも が何か価値 ありそうだから活用したいんだって言われたら 自分 ちにできることは ういうふうなことがあるんで、それ 対してはサポートしますよっていうようなスタンスが、僕はいつも取ってるかな。例えば社会学者がいて、その人は研究室持っていて、学生はいる。その学生たちは、町おこしとかに興味があって、ある商店
三村手代木關野手代木三村渡辺
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街というか村、町おこししたいという相談に社会学者が聞いたときに、自分たちに、どうこうしてほしいのを期待しないでくれと最初に言う。自分たちがで るのはボランティアの学生を集めるとか、あと、わいわい、がやがや若いの連れてきて、その場をにぎわす。ワークショップなんかそうです。それはやる。でも、何かコンサルティングなことは期待しないでくれと 結局自分たちが本当にやりたいと思っ ないも は、どうせやっても長続きしないんだからっていうので、そんなスタンスでい んだったら やるよみたいな。最初は向こうの人も無責任だとかそんな感じだったみたいだけど 今は 結構楽しくお互いやってるみたいで、 んなことのほうが、実はい んじゃないかなって うの最近思う。ただ、あそこの美殿町の場合 、研究者が入って失敗してる あそこは結構、まちづくりの先生が入ってやるんだけど 商工会の会長さんとたまにたい焼き屋で話すけど、学者さん 言 は２０年 ３０年後のビジョンしか示さない。うちら困ってるのは１年後、２年後 話、それに対して何をやれるんだって う話をされたときに、僕らはできないですよね。研究者が ろう し ことと ごい差があると思うんです。そこはも すごい難しいし 僕は、あまり わらなようにして のは、それが一番の理由なんです。そこは考えていか いといかんのじゃないかなと思うんです。あと、町お ししたいと言ってる人は一部の人な
三村渡辺關野
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ので、あくまで住民の中、商店街とか、いわゆる一般的に普通に住んでる人がそこまで思い入れがあるかっていうと、それまた別の問題なので、そこももう一つエリアとかいろいろ考えるときに難しいの な。アニメの聖地は、いきなり知らない若い人がドバっと来て、お金落とすけど、すごい困惑するとかあるじゃない。あんまり来てほしくな ってことでしょう。地元の人にすると、 そん 感じですよ。もともとは活性化しようとして動いてたけど、逆にメジャーになった瞬間に、美殿町は、研究者が言ってることと自分たちのニーズのずれをちゃんと理解して批判的になってるっていう点では、しっかりしてる地域なんだな。おんぶにだっこという姿勢ではない すね。それでも何か地域の方に貢献しよ とすることは、研究者とし 全然問題ないと思う。例えば自分がすご 何々学の権威 、自分の一言が地域にすごく影響するってい 人たちは、特に気をつけなきゃいけないけれども、例えば僕らみたいなって言ったらあれですけど、この地域だったら、面白そうだから乗っかるとか、協力するっていう、その乗りに対して、僕らが言ったことが面白 と思ってくれるかどうかの、それだけの問題っていう気がするんです。何が問題です 。例えば研究者の提案に対して、そ 面白いねって言ってもらえるかどうか、そだけ。面白いと思ってもらえるんだっ ら、一緒 やった い し。面白そうで
三村關野三村王關野王渡辺王
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ないなら無理にすすめないっていう感じが大事。まちづくりの先生は、あまり面白い話をしない。結びつきがどうのこうのとか。研究とアイデアは違くて 本当は多分研究にもアイデアが必要なんだけど、それのない研究っていうのたくさんあるし。特に行政が絡んじゃうと、行政に対す 受けの い研究者 選ばれるのでそこが非常に難しい。予算がつくって うのは、ある意味難しくて、それは使わなきゃ けないってなっちゃうと、違う方向にいってしま っていうこともある。地域おこしをやらんといかんというよりも、楽 でやってると うのがよくて。そこの何が違 かとか、そう うのをわれわれが課題とかを提示してあげる。彼らは楽しんでやってるけども の中に良さがある。その背後にあるも が、 んなのか。そこを一緒に作っていく、地域おこしというのはそんな 簡単なものではないけどレッドカーペットの話になると、自分も何個 街見 きたけど ここの町おこしの仕方は、ここ 辺に特徴があ んだよという を説明するというか、 れはそういう面ですごく特徴があるし、成功してる面じゃないというこ を 客観的にいうのは、一つ重要 な。それを押しつけ ん くて、い つか 事例を見てみると ここが成功してるというのは、こうい ころにあるんじゃないかなというのをちゃんと客観的に見るのは 研究者としては重要です。
關野王關野渡辺佐野渡辺
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石川先生にエリアケイパビリティーで見てきますっていうふうに言って、何ができるか質問したら、 何もできないんじゃないって言われて。それでずっと悩ん て、なかなか難しいかなと思ってた。昨日渡辺さんと風呂の中で、エリアケイパビリティーの話をずっと てて。そのときの話が、エリアケイパビリティーは、アプローチだって渡辺さんが言ったんです。今回ここで話し合った研究者のかかわりとか、エリアや愛情とか。地元に入って活動する とがある種のケイパビリティを向上させる仕組みである一方で、それをやってしまうとエリアケイパビリティーを下げてしまう可能性がある。今回は こうし アプローチをいろ ろと話し合ったというのが成果なのか と思ってるん すね 問題点と可能性というのを、ここで議論できた いうのが、こ 座談会の大きい成果かな いうふ に感じ おります。実は今こうやって議論して、エリアケイパビリティー いう言葉がなかったら、出てこないよ な、意見とか考え方と があ 。それは、 パビリティーアプローチ んです、それこそ 。エリアケイパビリティーと う言葉がなかったら言えないようなプロセスを うやって一つ一つ積んでいくって こと自体が、エリアケイパビリティーアプローチでいいんじゃないか具体的な事例を通したエ アケイパビリティーの例 ある 、確認 やすくなる。
三村渡辺三村
50



















座談会でも述べられ いたように、 「面白いことを始めている人たち」に会って話を聞く。つまり、地域資源を発掘し、地域資源を活用する優れた実践者 に会いに行き、その取 組みについて勉強させ もらった。２日間と短い期間であったが、研究員が同じ のを見て、聞い 、食べ 、その結果、互いの考えを議論して、新たな発見を摸索した。また 寝食をともにすることで、互い 距離が縮められ、本音を語り合える機会でもあっ 。他方で 球研プロジェクト 手法を用いて、他のプロジェクトメンバーが共同で取り組むのは地球研で初めての試みである。今回の視察では、地球研プロジェクト「東南アジア沿岸域におけるエリアケイパビリティーの向上」 （代表
　
石川智士）で研究が進められている「エリ



















 若年者、それを取り巻く NGO 活動などが研究対象であったが、近年、西アフリカにおけるクルアーン教育に着目。イス 
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 建築・都市史を中心に画像処理や GIS を用いて研究に従事する。主にインドネシア・ジャカルタ都市圏を対象に、時系列 
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